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　写真上は嘉島中で行われた特別授業「きっとわら
える」。ロープスキッピングの妙技に生徒らの歓声
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熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
、
被
災

し
た
自
治
体
の
支
援
に
入
る
都
道

し
て
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

２
月
６
日
の
衆
院
予
算
委
員
会

府
県
、
政
令
指
定
都
市
を
割
り
当

て
る
「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方

式
」
が
全
国
一
元
的
な
仕
組
み
と

宮
城
県
庁
で
村
井
嘉
浩
知
事
と

震
災
対
応
な
ど
で
意
見
交
換
を

行
っ
た
荒
木
町
長

知
事
を
訪
ね
、
災
害
対
応
な
ど
で

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
後
を
絶
た
な
い

こ
と
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
復
興

現
場
の
切
実
な
声
を
聴
き
、
町
村

会
と
し
て
国
へ
の
提
言
や
要
望
な

ど
を
取
り
ま
と
め
る
際
、
参
考
に

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
荒

木
町
長
は
熊
本
地
震
の
復
旧
・
復

興
ぶ
り
ま
で
踏
ま
え
、
村
井
知
事

と
災
害
後
の
地
域
振
興
と
い
っ
た

課
題
な
ど
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
視
察
に
伴
い
、
荒
木
町

長
は
南
三
陸
町
と
女
川
町
も
訪
ね
、

両
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇 

熊
本
地
震
復
興
基
金
積
立
事
業

（
創
意
工
夫
分
）

　

２
億
１
２
７
１
万
円

嘉
島
町
の
新
年
度
当
初
予
算
案

53
億
４
２
４
９
万
円

被
災
地
支
援
に

割
り
当
て
方
式

総
務
相
表
明

で
野
田
聖
子
総
務
相
が
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
す
。
総
務
省
で
は
３

月
末
ま
で
に
運
用
手
順
な
ど
の
要

綱
を
策
定
。
全
国
町
村
会
は
じ
め

関
係
団
体
が
加
わ
る
「
被
災
市
区

町
村
応
援
職
員
確
保
調
整
本
部
」

な
ど
を
、
４
月
か
ら
制
度
化
す
る

方
針
で
す
。

　

運
用
面
で
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
が
決
ま
り
次
第
、
被
災
自
治
体

側
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
職
員
派
遣

に
よ
る
支
援
が
実
働
に
移
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
際
は
、
い
ち
早
く

九
州
知
事
会
が
同
方
式
を
と
っ
て

本
震
か
ら
２
日
後
に
は
割
り
当
て

が
決
ま
っ
て
支
援
態
勢
が
実
働
、

そ
の
即
応
性
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

嘉
島
町
の
支
援
に
は
当
時
、
全
国

知
事
会
が
当
た
っ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
30
年
第
１

回
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
７
日

ま
で
６
日
間
の
日
程
で
開
会
。
総

額
53
億
４
２
４
９
万
円
の
30
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、

10
億
９
５
２
万
５
千
円
を
減
額
す

る
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど
25
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

詳
し
く
は
、
広
報
か
し
ま
４
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

【
30
年
度
当
初
予
算
】

〇
保
育
所
施
設
整
備
補
助
金
事
業

　

２
億
９
６
０
１
万
円

〇
芝
原
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２
億
５
０
５
１
万
５
千
円

〇
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

　

２
億
３
５
７
万
円

〇 

西
小
学
童
保
育
施
設
災
害
復
旧

事
業

　

１
億
９
４
０
２
万
千
円

〇
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

　

１
億
２
７
８
６
万
５
千
円

【
29
年
度
補
正
予
算
】

●
減
額
↓
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業

　

10
億
５
３
４
１
万
４
千
円

〇
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

　

１
億
２
０
０
０
万
円

　

嘉
島
町
な
ど
で
熊
本
地
震
に
よ

る
住
宅
被
害
が
多
大
だ
っ
た
世
帯

に
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
の
う
ち
基
礎
支
援
金
の
申

請
期
限
が
２
０
１
９
年
５
月
13
日

ま
で
１
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

熊
本
県
が
２
月
14
日
に
発
表
し

た
も
の
で
、
全
壊
や
大
規
模
半
壊

な
ど
被
災
の
程
度
に
応
じ
、
50
万

〜
百
万
円
が
支
給
さ
れ
る
基
礎
支

援
金
の
申
請
期
限
延
長
は
２
回
目

に
な
り
ま
す
。
対
象
は
嘉
島
町
な

ど
県
内
30
市
町
村
で
す
。

　

町
内
で
は
２
月
15
日
現
在
、
こ

の
基
礎
支
援
金
と
し
て
５
８
３
件
、

総
額
４
億
９
４
５
０
万
円
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
住
宅
の

再
建
に
よ
っ
て
は
上
乗
せ
さ
れ
る

加
算
支
援
金
（
50
万
〜
２
０
０
万

円
）
の
申
請
期
限
は
19
年
５
月
13

日
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

基礎支援金の基礎支援金の
申請期限延長申請期限延長

――― 震災対応で県発表

被災者生活再建

　

全
国
町
村
会
の
行
政
視
察
で
１

月
31
日
、
会
長
の
荒
木
町
長
が
宮

城
県
庁
（
仙
台
市
）
に
村
井
嘉
浩

宮城県知事と意見交換宮城県知事と意見交換
全国町村会の行政視察全国町村会の行政視察

荒
木
町
長
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ら
に
は
民
間
の
宅
地
造
成
も
め
じ

ろ
押
し
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
さ
ら
に
子
育
て
世

代
が
町
へ
転
入
し
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
新
設
を

　

嘉
島
町
の
平
成
29
年
度
第
３
回

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
が
２
月
21

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
荒
木
町

長
は
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
、

保
育
施
設
２
カ
所
の
新
設
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
意
向
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
町

の
支
援
事
業
５
カ
年
計
画
（
〜
平

成
31
年
度
）
な
ど
を
検
討
す
る
中

で
、
待
機
児
童
の
早
期
解
消
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
東

部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も

り
）」
や
芝
原
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
大
規
模
開
発
、
さ

検
討
す
る
保
育
施
設
に
関
し
、
平

成
32
年
春
の
開
所
を
目
指
し
、
30

年
度
に
公
募
に
よ
る
保
育
事
業
者

の
選
考
を
行
う
方
針
。
新
設
保
育

施
設
の
入
所
定
員
な
ど
は
今
後
、

同
会
議
に
諮
っ
て
検
討
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
同
会
議
で
は

今
年
７
月
に
開
所
予
定
の
小
規
模

保
育
所
に
つ
い
て
の
報
告
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
で
２
０
１
７
年
、
転
入

し
て
き
た
人
が
転
出
し
て
い
っ
た

人
を
上
回
る
「
転
入
超
過
」
が
１

０
２
人
に
上
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
が
１
月
末
、
公
表
し
た

17
年
人
口
移
動
報
告
に
よ
る
も
の

で
す
。
熊
本
地
震
の
影
響
で
転
出

し
て
い
っ
た
人
が
増
え
た
16
年
か

ら
、
17
年
は
再
び
転
入
超
過
に

戻
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
45
市
町
村
の
う
ち
17
年
に

「
転
入
超
過
」
と
な
っ
た
の
は
嘉

島
町
の
ほ
か
、
合
志
、
熊
本
の
両

待機児童の早期解消を図るため、保育施設の新設を検討していく意向
を表明した荒木町長

市
と
、
菊
陽
、
あ
さ
ぎ
り
、
湯
前

の
３
町
で
し
た
。
超
過
数
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
合
志
市
で
６
６
６

人
。

　

熊
本
市
近
郊
は
宅
地
や
商
業
施

設
の
開
発
が
進
み
、
町
で
は
「
地

道
に
取
り
組
む
企
業
誘
致
に
加
え
、

東
部
台
地
と
芝
原
で
進
め
る
土
地

区
画
整
理
事
業
も
追
い
風
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
は
じ
め
流
域
自
治
体
と

県
、
気
象
庁
、
国
土
交
通
省
で
組

織
す
る
「
白
川
・
緑
川
水
防
災
意

識
社
会
再
構
築
協
議
会
」
第
３
回

会
合
が
２
月
９
日
、
町
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

熊
本
、
宇
土
、
宇
城
の
３
市
と
、

嘉
島
、
甲
佐
、
御
船
、
美
里
の
４

町
か
ら
首
長
や
担
当
職
員
ら
が
列

席
。
緑
川
と
白
川
の
大
規
模
氾
濫

の
減
災
対
策
な
ど
を
協
議
し
、
重

点
的
に
広
域
避
難
、
防
災
教
育
、

そ
れ
に
関
連
情
報
の
共
有
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

広
域
避
難
で
は
自
治
体
の
枠
を

超
え
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を

検
討
す
る
一
方
、
流
域
の
立
体
地

図
、
航
空
写
真
な
ど
使
っ
た
防
災

教
育
も
推
進
。
こ
の
日
の
会
合
で

は
益
城
、
大
津
、
菊
陽
の
各
町
な

ど
近
隣
自
治
体
も
含
め
た
広
域
連

携
を
求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。嘉

島
町
民
会
館
で
開
か
れ
た
白
川
・
緑

川
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
協
議
会

保
育
２
施
設
の
新
設
検
討

保
育
２
施
設
の
新
設
検
討

町
長
表
明　

町
長
表
明　

待
機
児
童
解
消
へ

待
機
児
童
解
消
へ

町子ども・子育て会議町子ども・子育て会議

緑
川
の
水
防
災
へ

　
　

避
難
や
教
育
の

　
　

取
り
組
み
確
認

「
転
入
」
１
０
２
人
上
回
る

嘉
島
町
の
17
年
人
口
移
動
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や
が
て
熊
本
地
震
か
ら
２
年
―

嘉
島
町
内
で
は
２
月
、
電
気
や
ガ

ス
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
被
災
し

て
使
え
な
く
な
っ
た
非
常
時
を
想

定
し
た
調
理
方
法
の
実
習
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
が
音
頭
を
取
り
、
上
六
嘉
や

北
甘
木
な
ど
の
老
人
会
が
取
り
組

ん
だ
の
は
「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
」
に
よ
る
調
理
で
す
。
食
材
を

ポ
リ
袋
な
ど
の
パ
ッ
ク
に
入
れ
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
鍋
で

湯
せ
ん
す
る
だ
け
。

　

町
老
人
憩
い
の
家
で
９
日
行
わ

れ
た
調
理
実
習
で
は
五
目
ご
飯
や

だ
し
巻
き
卵
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
ク

リ
ー
ム
煮
、
そ
れ
に
デ
ザ
ー
ト
の

プ
リ
ン
の
４
品
を
作
っ
て
試
食
。

「
非
常
食
と
は
思
え
な
い
」
と
い

う
声
が
上
が
り
、「
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
段
取
り

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
気
を
引

き
締
め
て
い
ま
し
た
。
同
様
の
調

理
実
習
は
滝
河
原
で
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
の
担
当
栄
養
士
は
「
食
材
を

入
れ
た
パ
ッ
ク
は
し
っ
か
り
空
気

を
抜
く
の
が
コ
ツ
。
牛
乳
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
は
さ
み
、
ナ
イ
フ
な
ど

あ
る
と
便
利
で
す
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
高
年
の
た
め
の
嘉
島
町
健
康

運
動
教
室
が
２
月
６
、
13
の
両
日
、

「
初
心
者
も
安
心
！　

お
な
か
回

り
す
っ
き
り
」
と
銘
打
っ
て
町
保

健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
６
日
は
、
57
〜
74
歳
の

町
民
14
人
が
受
講
。
血
圧
測
定
に

始
ま
り
、
健
康
運
動
指
導
士
の

リ
ー
ド
で
家
事
な
ど
用
向
き
の
合

間
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
簡

単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト

レ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
背
中
や
太
も

も
、
足
首
の
運
動
ご
と
に
「
使
っ

て
い
る
部
位
、
筋
肉
を
意
識
し

て
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
次
第
に
汗
ば
ん
で
重
ね
着
を

脱
ぐ
受
講
者
も
い
ま
し
た
。

　

代
謝
機
能
を
高
め
る
体
づ
く
り

の
一
環
で
、
お
な
か
回
り
を
す
っ

き
り
さ
せ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
体
力

の
維
持
・
増
進
に
効
果
的
な
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
や
り
方
も
学
び
ま
し
た
。

　

町
の
担
当
保
健
師
か
ら
は
「
生

活
習
慣
病
に
さ
よ
な
ら
す
る
の

に
有
効
な
運
動
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、

楽
し
み
な
が
ら
継
続
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

〝
食
改
さ
ん
〞
の
指
導
で
五
目

ご
飯
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
パ
ッ

ク
ク
ッ
キ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
に
取
り
組
ん
だ

町
健
康
運
動
教
室

備え怠りなく備え怠りなく
町食改推進員協議会町食改推進員協議会

災害対応パッククッキング

町
健
康
運
動
教
室

　
　

お
な
か
回
り

　
　

す
っ
き
り
と

　

嘉
島
町
が
「
男
女
共
同
参
画
」

を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
川
柳
コ
ン

ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
に
「
役
割
を

　

互
い
に
担
う　

近
未
来
」（
さ

あ
ば
あ
作
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

募
集
期
間
の
平
成
29
年
12
月
８

日
〜
30
年
１
月
12
日
に
、
応
募
さ

れ
た
作
品
は
27
点
に
上
り
ま
し
た
。

町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話

会
で
審
査
し
た
結
果
、「
職
場
で

も
家
庭
で
も
互
い
に
支
え
合
っ
て

い
く
未
来
が
感
じ
ら
れ
る
」
な
ど

と
し
て
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
応
募
作
品
は
３
月
末
ま

で
町
民
会
館
で
掲
示
し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。
優
秀
賞
は
次
の
３
作

品
で
す
。

▽
こ
の
世
の
中　

男
女
平
等
で

　

支
え
あ
う
（
は
る
・
め
い
マ
マ
）

▽
助
け
合
い　

時
間
が
な
い
時

　

あ
る
と
き
も　

   （
海
空
マ
マ
）

▽
三
度
の
食
事　

あ
り
が
と
う
と

　

こ
と
ば
に
し
て　

 

（
ひ
ま
わ
り
）

最優秀最優秀 嘉
島
町
版          

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

男　
　

女

男　
　

女

共
同
参
画

共
同
参
画
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　嘉島町の「かしま広域農場農
業生産法人設立準備委員会」が
第 58 回熊本県農業コンクール
大会の地域貢献賞に選ばれ、熊
本市のホテル熊本テルサで１月
26 日開かれた表彰式で工藤健
一会長（現・組合長）らに表彰
状が贈られました。
　同準備委は平成 27 年 11 月に
発足した「農事組合法人かしま
広域農場」設立の推進母体と
なった組織です。町の基幹産業
である農業現場の高齢化、後継
者不足、さらには生産機材の更
新など地域農業存続へ向けた課
題に対応し、町内六つの営農組
織を再編して町挙げた法人化に
こぎ着けました。
 主催した蒲島郁夫知事、小崎
憲一ＪＡ熊本中央会長らから表
彰状を受け取った工藤会長と副
会長の中冨嘉紀、佐藤光志、中
山猛の３氏は地域農業を守り、
しっかり次世代へ引き継いでい
く思いを新たにしていました。

　県や農業団体などが 1960 年
から始めた県農業コンクールは、
県内の優れた農業経営や農業を
支援する取り組みをたたえ、農
業と農村の活性化を図っていま
す。今回は「経営体」はじめ主
要３部門で 33 個人・団体が選
ばれたのに加え、同準備委など
11 個人・団体が地域貢献賞に
輝きました。

　

嘉
島
町
北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
が
環
境

保
全
活
動
に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
を
た
た
え
る
「
く
ま

も
と
環
境
大
賞
」
に
選
ば
れ
て
１
月
25
日
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

熊
本
県
が
２
０
１
３
年
度
に
創
設
し
た
同
大
賞
は
、「
く

ま
も
と
環
境
賞
」（
１
９
９
２
年
度
か
ら
毎
年
選
定
）
の

受
賞
団
体
・
個
人
の
中
か
ら
全
国
へ
発
信
で
き
る
取
り
組

み
を
４
年
に
一
度
、
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
表
彰

が
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
工
場
は
15
年
度
の
環
境
賞
を
受
賞
。
熊
本

地
震
で
被
災
し
た
益
城
町
の
「
冬
水
田
ん
ぼ
」
復
旧
に
当

た
る
な
ど
地
下
水
保
全
活
動
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
庁
で
開
か
れ
た
表
彰
式
で
は
橋
本
猛
工
場
長
に
田
嶋

徹
副
知
事
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
環
境
賞
は
こ

れ
ま
で
に
１
３
９
団
体
・
個
人
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

サントリー九州熊本工場が熊本地震から完全
復旧した昨年９月の記念セレモニーから

県農業コンクールで地域貢献賞県農業コンクールで地域貢献賞
かしま広域農場農業生産法人設立準備委員会

町
内
の
営
農
組
織
を
再
編
し
、
町

挙
げ
て
法
人
化
し
た
「
広
域
農
場
」

の
設
立
推
進
母
体
と
な
っ
た
準
備

委
の
皆
さ
ん
。
そ
ろ
っ
て
表
彰
式

に
列
席

嘉
島
町
の
２
団
体

栄
え
あ
る
賞
に
見
事
輝
く

サントリー工場にサントリー工場に「くまもと環境大賞」「くまもと環境大賞」

広報かしま 2018.3

5



緒
に
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
の
ゲ
ー
ム

に
挑
戦
し
、
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
手
作
り
の
歓
迎

カ
ー
ド
に
ニ
ッ
コ
リ
。
し
っ
か
り

手
を
つ
な
い
で
巡
っ
た
校
内
探
検

で
は
給
食
室
や
職
員
室
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
聞
い
た
説

明
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
に
今
春
、

入
学
す
る
〝
新
１
年
生
〞
た
ち
を

一
足
早
く
招
い
た
入
学
体
験
会
が

２
月
15
日
に
両
小
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

西
小
で
は
、
入
学
予
定
の
80
人

が
12
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５

年
生
77
人
に
手
を
引
か
れ
て
校
内

５
カ
所
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

形
式
で
見
て
回
り
ま
し
た
。
図
書

室
で
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
生

活
科
教
室
で
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
に
花
い
ち
も
ん
め
、
５
年

生
の
教
室
で
も
文
房
具
の
宝
さ
が

し
な
ど
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
案

内
に
「
楽
し
か
っ
た
」
の
声
が
上

が
り
、
入
学
を
待
ち
き
れ
な
い
様

子
の
子
も
い
ま
し
た
。

　

東
小
で
も
、
５
年
生
20
人
が
エ

ス
コ
ー
ト
役
を
務
め
ま
し
た
。
入

学
予
定
の
34
人
は
体
育
館
で
開
か

れ
た
歓
迎
会
で
、
最
上
級
生
に
上

が
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
一

歓
迎
会
に
校
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

歓
迎
会
に
校
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

写真上は嘉島西小に今春入学する〝新１年生〟たちが
５年生のお兄さん、お姉さんにエスコートされた様子。
写真左上が東小の歓迎会。写真左下は西小の校内スタ
ンプラリーから

　

嘉
島
中
に
今
春
、
進
学
す
る
小
学
６

年
生
の
入
学
体
験
会
が
１
月
30
日
、
開

か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
東
小
13

人
、
西
小
64
人
の
児
童
で
す
。

　

同
中
体
育
館
に
集
合
し
た
６
年
生

た
ち
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
気
味
。
髙
森

富
雄
校
長
や
生
徒
会
の
後
藤
真
愛
会

長
ら
か
ら
「
入
学
を
待
っ
て
い
ま
す
」

と
歓
迎
の
エ
ー
ル
を
受
け
、
中
学
生
活

の
心
構
え
を
は
じ
め
、
授
業
や
部
活
、

学
校
行
事
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
制
服
な
ど
紹
介
す
る
趣
向
を
凝

ら
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
も
。

　

体
験
授
業
も
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は

３
班
に
分
か
れ
て
国
語
、
数
学
、
英
語

の
３
教
科
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
教
科
の
先
生
と
の
顔
合
わ
せ
に
、

「
面
白
そ
う
」
と
入
学
を
心
待
ち
す
る

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

相
次
ぎ

体
験
会

待待
ち
遠
し
い
ネ

ち
遠
し
い
ネ  

入
学
入
学
式式

優
し
い
先
輩
い
っ
ぱ
い

制服紹介ファッションショー制服紹介ファッションショー

　　　　　　生徒会サプライズ企画　　　　　　生徒会サプライズ企画

東
西
両
小

中 学
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嘉
島
町

夢夢
あ
き
ら
め
な
い
で
！

あ
き
ら
め
な
い
で
！

小
中
学
校
で
特
別
授
業

　

日
本
代
表
と
し
て
米
ア
ト
ラ
ン

タ
五
輪
に
も
出
場
し
た
元
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
（
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
）
が

先
生
役
を
務
め
る
「
夢
の
教
室
」

が
嘉
島
東
、
西
の
両
小
で
２
月
７
、

８
の
両
日
、
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま

し
た
。

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ

Ａ
）
が
２
０
０
６
年
か
ら
取
り

組
む
「
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
す
。
昨
年
に
引
き
続

き
、
嘉
島
町
へ
今
回
、
派
遣
さ
れ

た
「
夢
先
生
」
は
秋
葉
忠
宏
さ
ん

（
42
）。
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市

原
（
現
・
千
葉
）
を
振
り
出
し
に

ア
ビ
ス
パ
福
岡
、
セ
レ
ッ
ソ
大
阪

な
ど
で
Ｍ
Ｆ
、
Ｄ
Ｆ
と
し
て
活
躍
。

現
在
は
Ｕ-

19
日
本
代
表
コ
ー
チ

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

東
小
で
は
７
日
、
秋
葉
さ
ん
ら

　

嘉
島
中
で
２
月
16
日
、
震
災
復

興
支
援
の
特
別
授
業
が
行
わ
れ
、

卒
業
を
控
え
た
３
年
生
が
最
新
鋭

の
機
材
を
使
っ
た
本
格
的
な
ビ
デ

オ
制
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
大
手

電
機
メ
ー
カ
ー
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

が
「
き
っ
と
わ
ら
え
る
」
と
銘

打
っ
て
展
開
す
る
社
会
貢
献
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
映
像
づ
く
り
を
通

し
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
前

へ
進
む
力
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
、

熊
本
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
県
内
で

は
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

専
門
ス
タ
ッ
フ
ら
と
、
韓
国
・
平

昌
の
冬
季
五
輪
仕
様
の
業
務
用
カ

メ
ラ
や
音
声
機
材
な
ど
を
駆
使
し
、

「
今
、
つ
た
え
た
い
こ
と
―
未
来

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
ビ
デ
オ
づ

く
り
。
震
災
当
時
を
振
り
返
り
、

何
げ
な
い
日
常
の
あ
り
が
た
さ
や

全
国
か
ら
相
次
い
だ
救
援
・
支
援

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
映
像
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
夢
を
叶
（
か
な
）
え

る
」
教
室
に
は
、
縄
跳
び
競
技

ロ
ー
プ
ス
キ
ッ
ピ
ン
グ
の
第
一
人

者
、
黒
野
寛
馬
さ
ん
（
27
）
と
プ

ロ
の
集
団
「
Ｊ

-

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
」
が

登
場
し
、
縄
跳
び
の
多
彩
な
妙
技

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
生
徒
た
ち

の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

担
当
ス
タ
ッ
フ
が
５
・
６
年
生

と
一
緒
に
体
育
館
で
試
合
仕
込

み
で
鬼
ご
っ
こ
。
鬼
役
の
担
任
教

諭
ら
大
人
を
相
手
に
一
致
結
束

し
て
勝
利
す
る
戦
法
や
ゲ
ー
ム

の
ル
ー
ル
（
決
め
事
）
づ
く
り
と
、

そ
の
順
守
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
学
び
ま
し
た
。

　

教
室
に
戻
り
、
教
壇
に
立
っ
た

秋
葉
さ
ん
は
自
ら
の
小
学
校
時
代

か
ら
現
役
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
、
さ
ら
に

は
監
督
や
コ
ー
チ
と
し
て
向
き
合

う
サ
ッ
カ
ー
と
の
関
わ
り
合
い
を

通
し
、
何
が
あ
っ
て
も
「
夢
を
か

な
え
よ
う
と
思
う
強
い
気
持
ち
を

持
っ
て
」
と
語
り
掛
け
ま
し
た
。

　

西
小
で
は
８
日
、
秋
葉
さ
ん

の
「
夢
の
教
室
」
と
一
緒
に
「
ス

ポ
ー
ツ
×
Ｉ
Ｔ
教
室
」
も
。
最
新

の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
い
、
ピ
ッ
チ
に

立
っ
て
試
合
に
臨
む
選
手
ら
の
目

線
で
ス
タ
ジ
ア
ム
を
３
６
０
度
の

全
方
位
に
わ
た
っ
て
捉
え
た
映
像

な
ど
体
験
し
ま
し
た
。

教壇から夢を持つことの大切さを説いた
元Ｊリーガーの秋葉忠宏さん

折れない気持ちで折れない気持ちで
元元Ｊリーガー語るＪリーガー語る東西両小

最新鋭の機材を使ったビデオづくりに取り組む
嘉島中の３年生たち

伝えたい気持ちを伝えたい気持ちを
ビデオ制作に挑戦ビデオ制作に挑戦中 学
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「
足
手
荒
神
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、

手
足
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
上

六
嘉
の
甲
斐
神
社
例
大
祭
が
２
月

15
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
で
神
殿
や
拝
殿
が
全
壊
し

た
た
め
、
仮
の
神
殿
で
の
参
拝
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
寄
進
を

受
け
て
球
磨
工
高
（
人
吉
市
）
伝

統
建
築
専
攻
科
の
生
徒
ら
が
手
掛

け
た
ヒ
ノ
キ
の
新
た
な
鳥
居
（
高

さ
３
㍍
）
が
昨
年
12
月
、
奉
納
さ

れ
た
ば
か
り
。

ヒノキの鳥居新たヒノキの鳥居新た

あいにくの雨にもかかわらず、
老若男女が次々と参拝に　　

　

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
参
拝
客

は
手
や
足
を
か
た
ど
っ
た
木
札

に
「
痛
み
が
な
く
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
い
っ
た
願
い
事
を
書
き
入

れ
た
り
、
痛
み
や
不
安
が
あ
る
手

や
足
を
木
形
で
さ
す
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

同
神
社
に
は
戦
国
時
代
、
手
足

に
深
手
を
負
っ
て
当
地
で
落
命
し

た
肥
後
国
衆
の
甲
斐
宗
立
と
父
・

宗
運
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元

民
ら
が
手
厚
く
看
護
し
た
こ
と
か

ら
宗
立
が
手
足
の
守
り
神
に
な
っ

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
今
も
厚
い

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

滝
河
原
女
性
部
（
本
田
悦
子
部

長
）
が
１
月
21
日
、「
タ
オ
ル
で

作
る
ア
イ
デ
ア
帽
子
講
習
会
」
を

地
元
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

50
代
か
ら
90
歳
ま
で
、
仮
設
住

宅
に
お
住
ま
い
の
方
を
含
む
21
人

が
参
加
。
久
し
ぶ
り
の
針
仕
事
と

あ
っ
て
か
、
口
数
も
少
な
く
な
る

ほ
ど
帽
子
づ
く
り
に
熱
中
し
た
だ

け
に
上
々
の
出
来
栄
え
に
皆
さ
ん

大
喜
び
＝
写
真
。「
散
歩
や
草
取

り
の
時
な
ど
汗
が
す
ぐ
ふ
け
て
と

て
も
便
利
そ
う
」
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

足
手
荒
神
さ
ん
例
大
祭　

に
ぎ
わ
う

足
手
荒
神
さ
ん
例
大
祭　

に
ぎ
わ
う

タ
オ
ル
で
帽
子

滝
河
原
女
性
部

　嘉島幼稚園（岩永啓次園長）の平成
29 年度生活発表会が２月 18 日、町民会
館で開かれました。園児たちの愛らしい
劇や歌など相次ぎ、お父さん、お母さん
らはビデオ、写真撮影に大わらわ。会場
は終始、歓声に包まれていました。

劇に歌、演奏も劇に歌、演奏も嘉
島
幼
稚
園

嘉
島
幼
稚
園

生
活
発
表
会

生
活
発
表
会
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第
18
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の

づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
「
あ
な
た
の

た
め
の
お
べ
ん
と
う
」
コ
ン
ク
ー

ル
で
嘉
島
中
１
年
生
「
嘉
島
ガ
ー

ル
ズ
」
の
林
凜
和
さ
ん
、
川
上
紗

佳
さ
ん
、
杉
本
惺
菜
さ
ん
が
県
代

表
に
選
ば
れ
、
女
子
栄
養
大
（
東

京
）
で
１
月
20
日
に
開
か
れ
た
全

国
競
技
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
レ
ポ
ー
ト
や
材
料
表
に

よ
る
審
査
で
選
抜
さ
れ
た
全
国
の

20
チ
ー
ム
が
顔
を
そ
ろ
え
、
競
技

時
間
の
90
分
間
で
実
際
に
調
理
、

盛
り
付
け
、
後
片
付
け
。
嘉
島
中

ト
リ
オ
は
何
度
も
試
作
を
重
ね
た

できた！できた！〝〝元気印元気印〟〟スタミナ弁当スタミナ弁当

ア
ユ
の
南
蛮
漬
け
を
メ
イ
ン
に
、
ご

飯
を
和
洋
２
種
の
ロ
ー
ル
巻
き
に
す

る
な
ど
全
７
品
で
彩
り
に
も
目
配

り
し
た
自
信
作
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
〝
元
気
印
の
ス
タ
ミ
ナ
弁
当
〞

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ

ド
バ
イ
在
住
で
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
目

指
す
川
上
さ
ん
の
中
学
生
の
い
と

こ
へ
エ
ー
ル
を
送
る
た
め
。
上
位

入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
競
技
会
へ
の
嘉
島
中

の
出
場
は
４
年
連
続
。
昨
年
は
全

国
２
位
に
当
た
る
女
子
栄
養
大
学

学
長
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん
と
う
」
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
競
技
会
で
の
出
来
栄
え
も
上
々
（
写
真
上
）。

写
真
下
が
腕
を
振
る
っ
た
「
嘉
島
ガ
ー
ル
ズ
」

嘉島中１年生トリオ

全国コンクール出場全国コンクール出場

　熊本地震の影響で体育館が使えず、平成
28 年度の開催が見送られた嘉島西小の学習
発表会が２月３日、２年ぶりに開かれました
＝写真。
　震災からの復旧工事が完了した体育館に全
校児童が勢ぞろい。１年生と共に初めての発
表会となった２年生が日ごろお世話になって
いる交番や町給食センターなどを訪ねた見学
の様子をドラマ仕立てで紹介すれば、最終学
年の６年生も長崎への修学旅行をモチーフに
原爆の恐ろしさと平和の尊さを力強く訴え。
　各学年で趣向を凝らした多彩な発表が相次
ぎ、詰め掛けた保護者から盛んな拍手が送ら
れていました。会場には児童たちの詩やデザ
イン、イラストなどの作品も展示されました。

☆趣向凝らす…西小で学習発表会☆趣向凝らす…西小で学習発表会☆
楽
し
く
学
ぶ
…
東
小
で
英
語
授
業
公
開

☆
楽
し
く
学
ぶ
…
東
小
で
英
語
授
業
公
開

公
開
授
業
に
取
り
組
む

西
田
教
諭
と
リ
リ
ー
さ
ん

　

嘉
島
東
小
で
１
月
24
日
、
英
語
の
研
究
授
業
が
公
開
さ

れ
、
県
上
益
城
教
育
事
務
所
や
町
内
外
の
小
中
学
校
関
係

者
ら
60
人
余
り
が
楽
し
そ
う
に
英
語
を
学
ぶ
児
童
の
様
子

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

公
開
さ
れ
た
５
年
生
の
授
業
は
「
何
を
勉
強
し
て
い
る

の
？
」。
児
童
は
担
任
の
西
田
丈
輝
教
諭
と
町
の
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
リ
リ
ー
・
マ
ク
ダ
ー
モ
ッ
ト
さ
ん
（
カ

ナ
ダ
出
身
）
と
共
に
、
聞
き
手
と
応
答
者
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
で
国
語
の
習
字
や
家
庭
科
の
み
そ
汁
の
紹
介
な
ど
英
語

表
現
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
加
え
、
リ

コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
も
飛
び
出
し
て
い
ま

し
た
。

　

同
小
は
、
平
成
28
、
29
年
度
の
県
小
学
校
英
語
教
育

研
究
推
進
校
で
す
。「
伝
え
合
う
楽
し
さ
を
感
じ
る
外
国

語
活
動
」
を
研
究
主
題
に
掲
げ
、
英
語
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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ご
注
意
く
だ
さ
い

震
災
に
よ
る
住
家
の
被
害
認
定

調
査
の
申
込
期
限
は
３
月
末
で
す

　

熊
本
地
震
に
よ
る
住
家
の
被
害
認
定

調
査
の
申
込
期
限
を
平
成
30
年
３
月
30

日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

発
災
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
、
地
震

被
害
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
申
し
込

み
そ
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
を

踏
ま
え
て
の
も
の
で
す
。

　

期
限
後
は
一
切
の
受
け
付
け
を
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
り
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
き

ま
し
て
は
今
後
も
従
来
通
り
に
対
応
を

い
た
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　

役
場
総
務
課

☎
２
３
７－

１
１
１
２

計
量
器
の
定
期
検
査

　

計
量
法
第
19
条
の
規
定
に
よ
り
、

「
取
引
」「
証
明
」
に
使
用
す
る
計
量
器

の
定
期
検
査
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

４
月
19
日
（
木
）

　

10
時
〜
15
時
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○ 

場
所　

嘉
島
町
町
民
会
館
南
側
大
道

具
搬
入
口　

○
持
参
物　

計
量
器
（
質
量
計
な
ど
）、

　

 

手
数
料
（
１
台
当
た
り
５
０
０
円
〜

２
２
０
０
円
程
度
）

○
検
査
対
象
計
量
器

・ 

商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用

す
る
は
か
り

・ 

病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る

調
剤
用
の
は
か
り

・ 

学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

・ 

農
協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資
の
集

荷
、
出
荷
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

・ 

宅
配
な
ど
運
送
業
者
な
ど
が
貨
物

の
運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

・ 

農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
生
産

物
な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

　
　

一
般
社
団
法
人
熊
本
県
計
量
協
会

☎
３
６
７－

７
８
１
６

ご
存
じ
で
す
か

？

保
育
士
修
学
資
金
の
貸
し
付
け

　

県
は
、
保
育
士
を
目
指
す
学
生
を
支

援
す
る
た
め
の
貸
し
付
け
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○ 

対
象　

保
育
士
養
成
施
設
な
ど
に
在

学
し
、
保
育
士
を
目
指
す
学
生

○
貸
付
期
間　

２
年
間

○ 

貸
付
金
額　

毎
月
５
万
円
以
内
（
就

職
準
備
金
な
ど
の
加
算
あ
り
）

※ 

卒
業
後
、
県
内
の
保
育
所
な
ど
で
５

年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額

返
還
免
除
と
な
り
、
貸
付
金
の
返
還

は
不
要
で
す
。

　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
３
２
２－

８
０
７
７

保
育
士
就
職
支
援
事
業

　

県
は
、
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
で
、

今
後
保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
を
考
え
て

い
る
方
を
支
援
す
る
た
め
の
貸
し
付
け

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
保
育
料
の
一
部
貸
し
付
け　

お
子
さ

ま
の
保
育
料
の
半
額
（
月
額
上
限
２
万

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

　
　

熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

計
量
検
定
グ
ル
ー
プ

☎
３
６
８－

２
１
０
１

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

７
千
円
）

○
就
職
準
備
金
貸
し
付
け　

転
居
費
用

な
ど
の
就
職
準
備
金
（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
２
年
間
継
続
勤
務
し
た
場

合
は
、
全
額
が
返
還
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
３
２
２－

８
０
７
７

お
忘
れ
な
く
！　

揚
煙
届

　

家
庭
ご
み
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
近
所

に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
行
為
で
す

の
で
野
焼
き
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
一
部
例
外
と
し
て
農
作
業

の
畔
（
あ
ぜ
）
焼
き
や
、
ど
ん
ど
や
な

ど
で
は
焼
却
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
町
役
場
建
設
課
ま
た
は
御

船
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

揚
煙
届
は
町
な
ど
か
ら
焼
却
を
認
め

ら
れ
た
後
、
焼
却
を
す
る
前
に
消
防
署

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
焼
却

を
火
災
と
間
違
え
て
通
報
さ
れ
た
際
、

消
防
署
が
火
災
で
な
い
と
確
認
す
る
た

め
の
届
け
出
で
す
。
気
象
状
況
な
ど
に↑
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よ
り
、
焼
却
を
中
止
ま
た
は
延
期
を
指

導
す
る
場
合
の
情
報
に
も
な
り
ま
す
。

　

野
焼
き
か
ら
火
災
に
至
る
事
例
が
平

成
28
年
は
19
件
、
29
年
は
14
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

「
支
援
セ
ン
タ
ー
祭
り
」

　
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い
」
は
子

育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集
え
て
、
交

流
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　

地
域
活
動
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
支
援
セ
ン
タ
ー
祭
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

楽
し
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

○
日
時　

　

３
月
24
日
（
土
）
10
時
〜
14
時

○
場
所　

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

　
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

○
内
容　

　

☆
か
し
ま
太
鼓
演
奏

　

☆
太
鼓
を
た
た
い
て
み
よ
う 

　

☆
ダ
ン
ス　

み
ん
な
で
踊
ろ
う

　

☆
ハ
イ
ハ
イ
・
ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス

　

☆
マ
ル
シ
ェ
、
よ
か
も
ん
コ
ー
ナ
ー

　

届
け
出
書
（
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

煙
な
ど
を
発
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
な

ど
）
は
上
益
城
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

※
焼
却
場
所
が
森
林
に
近
い
と
き
は
、

森
林
法
に
基
づ
く
火
入
れ
届
を
町
役
場

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

　
　

子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

☎
２
３
７－

５
５
５
９

熊
本
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
人
生
の
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
に
直
面
し
、
救
い
と
励
ま

し
を
求
め
る
方
た
ち
の
支
え
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
電
話
で
す
。

○
日
時　

５
月
８
日
（
火
）
開
講

　

毎
週
火
曜　

18
時
半
〜
20
時
半

・
前
期　

５
月
〜
９
月

・
後
期　

10
月
〜
平
成
31
年
３
月

○
会
場　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央
セ
ン
タ
ー

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
町
役
場
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

　
　

上
益
城
消
防
本
部
予
防
指
導
課

　
　

予
防
係　

☎
２
８
２－

１
９
６
３

（
熊
本
市
中
央
区
新
町
１－

３－

８
）

○
受
講
資
格　

23
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
可
。

○
定
員　

40
人

○
受
講
料　

前
期
、
後
期
各
１
万
５
千

円
（
別
途
１
泊
研
修
費
８
千
円
が
必
要
）

○
申
し
込
み　

４
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
事
務
局
へ
。
３
月
30
、
31
日
、
４
月

１
日
に
事
前
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　
　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
３
５
４－

４
３
４
３

※
10
時
〜
17
時
（
土
日
、
祝
日
除
く
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

手
話
奉
仕
員
は
、
手
話
を
生
か
し
て

耳
の
不
自
由
な
方
に
話
を
伝
え
る
な
ど

意
思
疎
通
を
図
る
お
手
伝
い
に
当
た
り

ま
す
。

○
入
門
課
程　

４
月
12
日
〜
８
月
16
日

○
基
礎
課
程　

９
月
６
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
31
年
３
月
28
日

※
毎
週
木
曜
２
時
間
。
基
礎
課
程
は
入

↑

【
12
面
に
続
く
】

３ 月 の 納 税 等 ４ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑩　期介護保険料
保育所利用料………… ３ 月分
下水道使用料………… ２ 月分
納期限日（口座振替日）
　　４月２日（月）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }①　期介護保険料
保育所利用料………… ４ 月分
下水道使用料………… ３ 月分
納期限日（口座振替日）
　　５月１日（火）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

３月28日
４月25日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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門
課
程
を
履
修
し
た
方
に
限
り
ま
す

○
講
習
会
場　

宇
城
市
松
橋
公
民
館

　
　
　
　
　
　

研
修
室
Ａ

○ 

受
講
資
格　

高
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
す
る
方
。
平
成
31
年
卒
業
見
込

み
の
方
も
可

○ 

受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
７
１
４
０
円
が
必
要
で
す
。

○ 

申
し
込
み　

４
月
12
日
か
ら
講
習
会

場
で
受
け
付
け
ま
す
。
５
週
目
で
締

め
切
り
ま
す
。

　
　

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

☎
３
８
３－

５
５
８
７

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
４－

５
９
３
７↑

【
11
面
か
ら
続
く
】

◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。

平成30年度の児童扶養手当額
　児童扶養手当の手当額は、支給額の実質的な価値を維持するために、物価が上昇す
れば増額し、下落すれば減額する仕組み（物価スライド制）になっています。
　この物価スライド制に基づき、計算された結果、平成 30 年度の手当額は以下のよ
うになりました。受給対象者の方はご確認願います。

＜平成 30年度児童扶養手当額（月額）＞
※平成 30 年度は前年度と比べ、手当額が 0.5％の引き上げとなっております。

平成 29年 4月～ 平成 30年 4月～

〈子どもが１人の場合〉

全部支給

一部支給

4 万 2290円

9980円～ 4万 2280円
（所得に応じて決定されます）

4 万 2500円（+210円）

1万 30円～ 4万 2490円
（+50円～+210円）

（所得に応じて決定されます）

〈子ども２人目の加算額〉

全部支給

一部支給

9990 円

5000円～ 9980円
（所得に応じて決定されます）

1 万 40円（+50円）

5020円～ 1万 30円
　（+20円～+50円）

（所得に応じて決定されます）

〈子ども３人目以降の加算額〉

全部支給

一部支給

5990 円

3000円～ 5980円
　（所得に応じて決定されます）

6020 円（+30円）

3010円～ 6010円
　（+10円～+30円）

（所得に応じて決定されます）

役場町民課福祉係　☎ 237-2576
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↑募
っ
て
い
ま
す

「 
脳
い
き
い
き
教
室
（
認
知
症

予
防
教
室
）」
参
加
者

　

最
近
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

脳
を
活
性

化
し
て
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
！

○ 

対
象
者　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
教
室
終
了

ま
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

○
期
間　

４
月
〜
９
月
の
半
年
間

　

毎
週
火
曜
13
時
〜
15
時
半

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展

作
品

○
出
品
部
門　

　

 

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
、

工
芸

○ 

出
品
資
格　

平
成
31
年
４
月
１
日
時

点
で
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
ア
マ

チ
ュ
ア
。
１
人
１
点
に
限
る
。

○
出
品
料　

千
円

○
テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
い
。

○
募
集
期
間　

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
６
月
29
日
（
金
）

○ 

申
し
込
み
方
法　

町
民
課
ま
た
は
教

育
委
員
会
な
ど
に
置
い
て
あ
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
市
町
村
へ
の
送
付
予
定
は
３
月
中

　
（
５
月
１
日
と
８
月
14
日
を
除
く
）

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○ 

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

○
参
加
料　

無
料

○
講
師　

株
式
会
社
Ｒ
ｅ
学
（
り
が
く
）

旬
）。

※ 

各
部
門
の
金
賞
・
銀
賞
作
品
は
来
年
、

和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
和
歌
山
２
０
１
９
」
に
出

品
予
定
で
す
。

　
　

熊
本
県
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
３
５
４－

３
０
８
３

火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

９
月
29
、
30
日
に
嘉
島
町
は
じ
め
上

益
城
郡
と
熊
本
市
の
１
市
５
町
で
開
か

れ
る
「
第
11
回
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
『
復
興
く
ま
も
と
』

上
益
城
・
熊
本
市
大
会
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

川
畑
智
氏

○ 

内
容　

川
畑
式
認
知
症
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
パ
ズ
ル
な
ど
の

教
材
を
用
い
て
脳
の
活
性
化
を
図
り
、

認
知
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
方
法

　

 

嘉
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
め
切
り
日　

３
月
23
日（
金
）

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

 

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
町

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
２
３
７－

２
９
８
１

○ 

応
募
条
件　

上
益
城
郡
ま
た
は
熊
本

市
に
居
住
す
る
方
。

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
内
容　

① 

上
益
城
・
熊
本
市
の
地
域
特
性
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
も
の

② 

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
・
災
害
支

援
に
対
す
る
取
り
組
み
や
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ

○
応
募
締
め
切
り　

４
月
13
日
（
金
）

○ 
応
募
方
法　

役
場
町
民
課
ま
た
は
町

社
会
福
祉
協
議
会
で
応
募
用
紙
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

熊
本
市
社
協
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
町
社

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
表
彰　

最
優
秀
賞　

１
点

　
　
　
　

優
秀
賞　
　

10
点

　

 

※
最
優
秀
賞
を
大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
採
用
。
優
秀
賞
と
合
わ
せ

て
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

　
　

熊
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
８
８－

２
７
４
８

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
９－

１
８
０
０

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
に

こ
い
の
ぼ
り
を

　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
（
益
城
町
）
は
、
ご

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
こ
い
の
ぼ
り
の
寄

贈
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
頂
い
た
こ 「脳いきいき教室」受講者の皆さん

【
14
面
に
続
く
】
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い
の
ぼ
り
は
状
態
が
許
す
限
り
毎
年
、

端
午
の
節
句
に
ち
な
み
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

に
飾
り
ま
す
。

　

今
年
は
９
回
目
。「
復
興　

泳
げ
！
こ

い
の
ぼ
り
大
集
合
」
と
題
し
て
、
４
月

６
日
（
金
）
か
ら
５
月
13
日
（
日
）
ま

で
飾
り
ま
す
。
締
め
切
り
は
３
月
20
日

（
火
）。
個
人
名
入
り
の
記
念
こ
い
の
ぼ

り
（
有
料
）
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

☎
２
８
６－

８
０
０
０

「 

く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
」
登
録
募
集
！

　

県
教
委
は
、
す
べ
て
の
教
育
の
出
発

点
で
あ
る
家
庭
教
育
を
社
会
全
体
で
支

援
す
る
た
め　

支
援
チ
ー
ム
登
録
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
る
と
啓

発
資
料
な
ど
が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

○
登
録
団
体
の
取
り
組
み
例

・ 

定
時
退
勤
日
の
設
定
、
休
暇
取
得
の

促
進

・ 

家
庭
教
育
や
子
育
て
を
職
場
で
話

題
に
し
て
い
る

○
登
録
は
無
料　

詳
し
く
は
、  

く
ま

も
と
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム  
で
検
索

　
　

県
社
会
教
育
課

☎
３
３
３－

２
６
９
８

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

　
「
地
震
の
報
道
を
見
る
と
不
安
が
強

く
な
る
」「
気
持
ち
が
落
ち
て
、
頑
張

れ
な
く
な
っ
た
」「
眠
れ
な
い
」「
地
震

後
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
増
え
た
」
な

ど
の
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

ご
家
族
か
ら
の
相
談
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。　

　
　

熊
本
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
５－

３
２
２
２

（
月
曜
〜
金
曜
９
時
〜
16
時
）

ご
利
用
無
料
！　

労
働
相
談

　

特
定
テ
ー
マ
で
、
専
門
の
相
談
員

（
社
会
保
険
労
務
士
）
が
対
応
し
ま
す
。

そ
の
他
の
労
働
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

○ 

テ
ー
マ　

無
期
転
換
ル
ー
ル
、
労
働

時
間
、
賃
金

○
日
時　

３
月
28
日　

13
時
〜
16
時

○ 

会
場　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
水
道
町

８－

６
、
朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階
）

　
　

 

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
３
５
２－

３
６
１
３

ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
「
買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ
」

　

嘉
島
町
「
買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ
」
は
、
ご

自
分
で
買
い
物
に
出
掛
け
る
こ
と
が
困
難
な

状
態
に
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
買
い
物
支

援
と
介
護
予
防
体
操
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

ク
ラ
ブ
で
す
。

　

自
宅
か
ら
イ
オ
ン
熊
本
店
ま
で
を
送
迎
し
、

看
護
師
や
運
動
指
導
士
な
ど
の
介
護
支
援
ス

タ
ッ
フ
が
買
い
物
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

イ
オ
ン
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
を
行
い
、
参

加
者
み
ん
な
で
楽
し
く
昼
食
を
食
べ
ま
す
。

○ 

対
象
者　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
の
高
齢
者
で
、
日
常
の
買
い
物

に
困
っ
て
い
る
方
。
運
動
機
能
の
維
持
向

上
の
た
め
、
介
護
予
防
体
操
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
。

○
期
間　

４
月
〜
９
月
の
半
年
間

　
　
　
　

毎
週
水
曜
10
時
〜
13
時

○
場
所　

イ
オ
ン
熊
本
店

○ 

利
用
料
金　

無
料
。
た
だ
し
、
買
い
物
や

昼
食
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
定
員　

20
人

○
申
し
込
み
方
法

　

 

嘉
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
買
い
物
支
援
や

介
護
予
防
の
必
要
性
な
ど
を
審
査
し
、
利

用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

○
申
込
締
め
切
り
日　

３
月
20
日
（
火
）

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

 

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
町
社
会

福
祉
協
議
会
内
）

☎
２
３
７－

２
９
８
１

「買い物運動クラブ」の様子

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑
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Ｉ
Ｐ
電
話
が
急
速
に
普
及
し
、
全
国

で
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
に
、
勧

誘
や
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

１　

Ｉ
Ｐ
電
話
と
は

　

 　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ

固
定
電
話
と
同
じ
よ
う
な
使
い
勝
手

で
通
話
で
き
ま
す
が
、
専
用
の
電
話

回
線
を
利
用
せ
ず
、
光
回
線
な
ど
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
、

音
声
を
デ
ジ
タ
ル
の
信
号
で
送
受
信

し
て
通
話
す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

２　

相
談
事
例

　

〇 　
「
Ｉ
Ｐ
電
話
に
す
れ
ば
料
金
が

安
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
契
約
し

た
が
、
料
金
が
今
ま
で
の
約
２
・

５
倍
に
な
り
驚
い
た
。
Ｉ
Ｐ
電
話

の
ほ
か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
契

約
さ
れ
て
い
た
。

　

〇 　

急
病
や
災
害
時
に
、
緊
急
通
報

装
置
の
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
と
看

護
師
な
ど
に
つ
な
が
る
と
い
う
高

齢
者
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
。
自
宅
に
来
た
勧
誘
員
か

ら
、
Ｉ
Ｐ
電
話
に
替
え
れ
ば
料
金

が
安
く
な
り
、
緊
急
通
報
も
今
ま

で
通
り
使
え
る
と
説
明
さ
れ
た
が
、

契
約
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
で
は
緊
急
通

報
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

と
分
か
っ
た
。

３　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

 　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
っ

て
電
話
す
る
仕
組
み
の
た
め
、
光
回

線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
も
含
め
た
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

契
約
内
容
や
月
額
料
金
、
解
約
条
件

な
ど
を
十
分
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、

家
族
な
ど
に
相
談
し
て
か
ら
契
約
し

ま
し
ょ
う
。

　

 　

Ｉ
Ｐ
電
話
を
含
む
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
は
、
事
業
者
か
ら
の
説
明
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
の
利
用
環
境
や
目

的
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
か
ど
う

か
を
調
べ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
事

例
の
「
緊
急
通
報
」
の
よ
う
に
ア
ナ

ロ
グ
固
定
電
話
で
利
用
し
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
頃
の
生
活
に
お
い

て
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談

室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
Ｉ
Ｐ
電
話
の
勧
誘
に
注
意
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
3
月
号

無
料
の
登
記
相
談　

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
、
土
地
・
建
物
な
ど

の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の

相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

５
月
10
日
（
木
）

　

10
時
〜
16
時
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　
　

 

※
音
声
案
内
②
を
押
し
、
御
船
相

談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

３
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

　

４
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－
３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－
３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。

広報かしま 2018.3

15



☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
町
内
で
は
車
上
狙
い
が

１
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
他
の
犯
罪

は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も

地
域
で
の
見
守
り
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
〜
町
内
で
発
生
す
る
交

通
事
故
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
依
然

と
し
て
事
故
の
発
生
件
数
は
多
い

の
で
、
引
き
続
き
、
反
射
材
の
着
用
、

前
照
灯
の
早
め
点
灯
な
ど
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）１月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.1 7 49 0 0 0 1 0 0

H30 累計 7 49 0 0 0 1 0 0

前年比 -2 -26 ± 0 ± 0 -5 +1 -1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.1 21 152 1 0 0 2 0 1

H30 累計 21 152 1 0 0 2 0 1

前年比 -2 +2 ± 0 ± 0 -7 +2 -2 ± 0

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

　自転車から離れる場合は、わずかな時間でも必ずカギを掛
けましょう！
　御船警察署管内で発生している自転車盗の 80％が無施錠の
状態で被害に遭っています（平成 29 年中）。
　カギを掛けていれば被害を防ぐことができる場合も少なく
ありません。

　駐車するときは、わずかな時間でも必ずカギを掛け、車内
に貴重品などを置いたまま車外に出ないようにしましょう！
カギを掛けていても車外から貴重品が見える場合は、ガラス
を割って車内の貴重品を盗む手口もあります。

　安全と思われる自宅の敷地内やアパート・団地、学校の駐
輪場でも自転車やオートバイを盗まれることが少なくありま
せん。
　駐輪するときは、どんな場所でもしっかりカギを掛けま
しょう！
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　飲酒量を表す単位を「ドリンク」といい、純アルコール換算で 10㌘が 1ドリンクになります。
節度ある適度な飲酒の目安は、以下の通りです。

　生活習慣病のリスクを高める飲酒量は男性で４ドリンク /日以上、女性で２ドリンク /日以上
です。これは既に病気がある人の場合、改善しないどころか悪化させてしまう量で、せっかく薬
を飲んでも効きません。６ドリンク /日以上飲酒する人は多量飲酒であり、数年で肝硬変やアル
コール依存症にかかる可能性が高くなります。下記のドリンク換算表を見てください。

あなたの飲酒量「ドリンク」を確かめましょう！
　例えば、ビール 500㍉㍑と日本酒２合を飲むと何ドリンクになるでしょうか。
　答えは、６ドリンク（ビール+日本酒＝２ドリンク+４ドリンク）となります。多量飲酒と
される量です。

飲酒を続けると耐性ができて酔いにくくなり、酒量が増えます！
　習慣的な飲酒は、アルコールに対する耐性をもたらします。飲酒を始めたころは少量のお酒で
気分よく酔えていたのが、徐々に酒量が増え酔った感じがしなくなってきます。
　さらに、家庭や社会生活に影響があっても気にすることなく、飲酒量がいつも以上に増えたり、
飲む時間や場所を気にしなくなります。この状態でさらに飲酒を続けるとアルコール依存症に
なってしまいます。
　アルコール依存症は、自らが治療を求めない典型的な病気です。そうなる前に、適切な節度あ
る飲酒をしましょう。

役場町民課保健係

日本酒
（15％）

ウイスキー
（40％）

ビール
（5％）

缶チューハイ
（7％）

焼酎・泡盛
（25％）

ワイン
（12％）

１合 ダブル１杯 中ビン 1本
（500㍉㍑）

1缶
（350㍉㍑） １合 グラス１杯

２ドリンク ２ドリンク ２ドリンク ２ドリンク 3.5 ドリンク １ドリンク

・お酒の強い健康な男性：2 ドリンク /日以下
・お酒に弱い人、女性、65歳以上、病気のある人：1 ドリンク /日
・週 2日は休肝日が必要

広報かしま 2018.3

17



各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

３

10 土 第7回ＪＡかみましき〝よかよかうまか〟ＣＵＰ 競技場 9：00～ 上益城農業協同組合

10 土 第 3回嘉島水の郷ＣＵＰシニアサッカー交流大会 競技場 19：00～ 嘉島町体育協会サッカー種目部18日も開催

11 日 2018第 9回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 9：00～ 九州サッカー協会　18日も開催

17 土 第 20回熊本県ミドルサッカーリーグ大会 競技場 19：00～ 熊本県サッカー協会　社会人部会18日も開催

４

1 日 第 11回リベルタチャレンジカップ 競技場 10：00～ リベルタサッカースクール

8 日 第 20回熊本県ミドルサッカーリーグ大会 競技場 13：00～ 熊本県サッカー協会　社会人部会5日も開催

15 日 九州大学サッカーリーグ 競技場 9：00～ 九州サッカー協会　28日も開催

22 日 上益城消防組合親善ソフトボール大会 野球場 8：00～ 上益城消防組合消防本部

22 日 九州女子サッカーリーグ 1部 競技場 11：00～ 九州サッカー協会

29 日 2018第 9回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 096-237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 096-237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

2月 16日現在

嘉島町総合運動公園

　県内の駅伝ファン注目の第 35 回
熊日郡市対抗女子駅伝（１月 28 日）、
第 44 回郡市対抗熊日駅伝（２月 11
日）が相次ぎ行われ、嘉島町をはじ
めとする上益城郡チームは熊日駅伝
で４位入賞、前回 10 位から見事な
躍進ぶりが注目を集めました。
　嘉島町からは嘉島中２年の家入涼
輔選手が５区 3.7㌔で区間４位と快
走し、チームの上位入賞に貢献。
　嘉島中１年の林凜和選手が１区
2.9㌔に起用された女子駅伝でも、上
益城郡チームは９位と健闘しました。

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

の
「
新
春
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
は
２
月
４
日
、
町
総
合
運
動

公
園
発
着
で
開
か
れ
、
４
歳
か
ら

82
歳
ま
で
約
80
人
が
元
気
に
歩
き

ま
し
た
＝
写
真
。

　

今
年
で
２
回
目
。
コ
ー
ス
は
加

勢
川
沿
い
の
５
㌔
に
10
㌔
も
新
設
。

運
営
に
は
町
の
商
工
会
と
女
性
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
協
力
、
今
回
は
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
時
々
雪
が
舞
い
、
寒

風
が
吹
き
つ
け
る
天
候
で
し
た
が
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ

な
が
ら
歩
き
通
し
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
後
は
、
温
か
い
だ
ご
汁
と
ぜ
ん

ざ
い
な
ど
で
冷
え
た
体
を
温
め
て

い
ま
し
た
。

☆区間４位と家入選手快走☆区間４位と家入選手快走 ☆
楽
し
く
ウ
オ
ー
ク　

寒
さ
吹
き
飛
ば
す

☆
楽
し
く
ウ
オ
ー
ク　

寒
さ
吹
き
飛
ば
す
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図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７
－

０
０
５
８

《
３
〜
４
月
の
休
館
日
》

　

３
月
12
、
19
、
26
日

　

４
月
２
、
９
、
16
、
23
日

※ 

休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
は
２
週
間
、
み
ん
な
の

た
め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

閲
覧
、
学
習
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

嘉島町民会館　全館再オープンしました

杏奈は春待岬に
 梶尾真治

去年の冬、君と別れ
 中村文則

ミステリークロック
 貴志祐介

いま、君にさよならを告げる
 Ｓ・Ｄ・ロバートソン　新井ひろみ＝訳

谷川俊太郎エトセテラリミックス
 谷川俊太郎

はるにあえたよ
 原京子＝文　はたこうしろう＝絵

１こ ２ほん ３びき
 サイラス・ハイスミス＝絵
 さこむらひろこ＝文

やさしくわかるぼうさい・ぼうはんのえほん
こうつうあんぜんどうするの？
 せべまさゆき＝絵　国崎信江＝監修
 ＷＩＬＬこども知育研究所＝編著

小学五年生
 重松清

◇訂正　２月号の本欄「人くい鬼」の文と絵は、

「こみねゆら」さんでした。

おすすめ本

○ 嘉島町民会館は震災復旧工事が終わり、３月から全館再オープン致しました。長らくご不便をお掛けしました。
上記表のホール「アクア」の催しは２月末現在。正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。
○予約状況などは、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

3

11 日 ドレミ保育園 10:00 無料 ドレミ保育園 
 ☎ 096-369-5598

13 火 熊本県会議支援専門員更新研修 - 無料 熊本県介護支援専門員協会 
 ☎ 096-288-6553

18 日 かしま太鼓定期発表会 午後 無料 かしま太鼓保存会 
 ☎ 096-237-0058

21 水 音楽教室発表会 9:30 無料 古城楽器 
 ☎ 096-384-1989

4

8 日 歌謡発表会 - 無料 平田京子歌謡教室 
 ☎ 090-4346-2570

15 日 カラオケ発表会 9:30 無料 くま協ドリーム会 
 ☎ 090-7394-3545

30 月 嘉島町老人クラブ連合会総会 - 無料 嘉島町老人クラブ連合会事務局 
 ☎ 096-237-0790

　

ケ
ン
と
ハ
ナ
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
も
ら
っ
た
刀
を
あ
け
る
と
江

戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

し
ま
う
話
で
す
。

　

ぼ
く
は
れ
き
し
が
好
き
だ
か
ら

こ
の
本
を
読
ん
で
ぶ
し
ょ
う
や
い

く
さ
の
事
を
も
っ
と
し
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
こ
の
本
を
読
ん
で

二
人
と
い
っ
し
ょ
に
江
戸
ば
く
ふ

や
江
戸
時
代
に
つ
い
て
知
る
ぼ
う

け
ん
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

嘉
島
西
小
学
校
３
年

岩
本　

伊
織 

さ
ん

「
江
戸
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

早
川
大
介
＝
漫
画
、
チ
ー
ム
・
ガ

リ
レ
オ
＝
ス
ト
ー
リ
ー
、
河
合
敦

＝
監
修　
　
　
　

朝
日
新
聞
出
版

《あなたの好きな本を募集します》

　４月23日は「子ども読書の日」。あなたの好きな本や子どもたちに読んでも
らいたい本を募集します。本の題名と好きな理由、読んでもらいたい理由を、
図書室で配布する原稿用紙（150字程度）にまとめてください。
　嘉島町民であれば、どなたでも応募できます。
　応募作品は本と一緒に図書室に展示します。参加賞もあります。

○募集期間　３月24日（土）～４月15日（日）
○展示期間　４月21日（土）～５月13日（日）
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　以前のお葬式と最近のお葬式、大きく変わったところがありますよね。
　そうです。お塩が配られなくなりました。
　さて、なぜなのでしょう。
　というか、そもそもなぜお塩が配られていたのでしょうか。
　古来日本では、人間の死は「死

し

穢
え

」と考えられており、神事や参内などを忌み慎むべきとされてきま
した。穢

けがれ

が定式的に規定された早い段階の史料である「延喜式」には、その日数は葬儀の日より数え
始めて 30日とされています。この史料には、その他、人の産、六畜（馬・羊・牛・犬・豚・鶏）の死・
産、肉食、改葬、流産、懐妊、月事、失火なども、「穢

けがら

悪
わしきこと

事」として記載されています。
　では、なぜお葬式にお塩が配られていたのでしょう。
　ご存じの通り、それは清めのためでした。なんと、穢は伝染するものと考えられていたのです。お葬
式に参列し穢が伝染してしまった身をお塩で清めることで、忌み慎む必要がなくなるということなのです。
　そこで一つの疑問が生じます。そもそも穢意識とはどこから生まれてきたのでしょうか。ある研究家
はこのように述べています。
　「『穢』は、『汚れ』が少し広がったものです。例えば、ケーキを食べていたとします。誤ってクリーム
を落としてしまい服についてしまいました。みなさんは服が汚れたと思いますよね。でもよく考えてみてく
ださい。クリームがつく前の服もクリームもその物自体は何の変化もしていません。それぞれは汚れては
いないのです。ではなぜ人は汚れたと感じるのでしょうか。それは、服もクリームも、本来あるべき状
態にないことに不快感を覚えるからです。人は、本来あるべき状態、すなわち秩序を乱されたとき汚れ
たと感じるのです。これが穢意識の根底です」
　このことをさきほどの「死穢」に当てはめてみましょう。人の死は、家族にとって、大きな秩序の乱れ
を生みます。社会保障などない時代、残された家族にとってこれほど大きな混乱はありません。ましてや、
社会的に地位の高い人物の死となると、家族や親戚のみならず、その社会そのものの秩序の混乱につ
ながります。本来はめでたいはずの出産の穢も同じです。新しい命も、死と同様、家族、親戚関係の
秩序の乱れを生む可能性があるからです。
　本来、このように秩序の乱れを忌み嫌う意識から生じた穢意識でしたが、長い年月の間、穢に関わ
る職業やそれに携わる人々への差別へとも変わってきました。秩序の乱れを感じるとき、人は確かに不
安になります。さまざまな人権問題も、多くがこの意識に起因しているように思われます。女性が社会
に進出するようになり、一部の男性は不安を感じるのではないでしょうか。外国人が地域に住むように
なり、古くからの住民の一部は不安を感じるのではないでしょうか。聞きなれない病気を目にしたとき、
一部の人々は不安を感じるのではないでしょうか。しかし、よく考えてみてください。その不安の原因は、
相手にあるのではありません。自分の意識そのものにあるのです。それが差別意識です。お葬式でお
塩が配られなくなったことからも、穢意識に何の根拠もないことは、現代人であれば周知のことでしょう。
同じように、この差別意識にも何の根拠もありません。この不安を解消し、差別意識のない社会をつ
くっていくためにも、人権問題に関する正しい知識を習得し、同じ人間としてありのままの相手を知り理
解する努力をしていきたいものですね。　　　　　　　　　　　　　　　（嘉島西小・人権教育資料）

人権問題の正しい理解のために 〔その310〕

穢
けがれ　

意識と差別意識
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Gumeshi
　In January, we had "National School Lunch Week", 
and on the 23rd, a dish　called "Kashima Gumeshi" 
was served for school lunch. Every day at lunch time, 
I look forward to the students who read out a 
description of the meal. ''Gumeshi'' refers to a mixed 
rice dish of stir-fried horse meat and julienned burdock 
root. I remembered having eaten it for a previous 
school　lunch, and I became curious.
　Looking up "Gumeshi" online returned few results, 
so I surmised that it was　not a particularly well-
known dish in Kumamoto. Changing the search term 
to "Kashima Gumeshi," I hit upon a recipe titled 
"Rokka Gumeshi". According to　that page, it is a 
dish traditionally made at home during an autumn 
festival to pray for an abundant harvest, and is in fact 
a local specialty of Kashima town.
　I thought to myself that if I try, I should be able to 
make it at home, so I called a friend and went to a local 
supermarket. I went to the horse meat section, and I 
was at a loss to find the ''finely sliced horse leg" referred 
to in the recipe. When I explained that I wanted to 
make the local　speciality, the person in charge told 
me what to buy and sold it to me at a large discount. 
I wasn't expecting to be subject to Japanese hospitality 
at a place like this, so I was very happy. Thanks to 
him, I was able to make delicious Gumeshi!
　Four times a year, ALTs living in the prefecture 

write about their experiences living in Kumamoto and publish it in a seasonal magazine called the 
''YOKA''.  Next time, I plan to write about Gumeshi, so anybody　interested, please check it out!

作ってみました！　具飯
　１月に「全国学校給食週間」があり、23 日
に「かしまのぐめし」というメニューが出ました。
毎日給食の時間に、学校の放送委員の子どもたち
が料理紹介をしてくれるのを、いつも楽しく聞か
せてもらっています。「具飯」は馬肉とゴボウの
まぜご飯のことで、前に給食で食べた記憶があっ
て気になっていました。
　ネットで「具飯」を調べてみたら、検索結果が
少なかったので、もしかしたら熊本でもあまり知
られていないのかもと思いました。検索語を変え
て「嘉島の具飯」と入力してみたら、なんと「六
嘉の具飯」というレシピを発見しました。その
ホームページによると、五穀豊穣（ほうじょう）
を祈願する秋の大祭の時、各家庭で作られるのが
「具飯」といい、嘉島独自の郷土料理だというこ
とがわかりました。
　頑張ったら家で作れるかも！と思い、友達を呼

んで近くのスーパーへ材料を買いに行きました。
馬肉コーナーに行ったのですが、レシピに載って
いた「馬もも肉こま切れ」がどれなのか分から
なかったので、馬肉売り場の担当の方に教えて
もらいました。「具飯」という郷土料理を作りた
いと説明したら、だいぶ値下げしてくださったの
で、びっくりしました。まさかこんな時に、日本
の「おもてなし」をしていただけると思わなかっ
たので、とてもうれしかったです！おかげで、お
いしい具飯が作れたと思います！
　最後になりますが、県内に住んでいるALTで
年 4回、熊本の生活の感想などを書いた「YOKA」
という季刊のオンライン雑誌を出しています。今
度、嘉島の具飯について紹介したいと思うので、
興味のある方はぜひ読んでみてください！

（２月 15 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

熊本在住の友達ローラと一緒に作った具飯
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携
帯
の
初
日
の
出
に
も
祈
り
い
る
三
人
の
孫
の
合
格
願
い 

大
塚
シ
ズ
子

一
輌
の
鈍
行
の
旅
晩
秋
の
旅
情
を
誘
う
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ト
ン 

川
原　

涼
子

ピ
ィ
ー
ッ
ピ
ィ
ー
ッ
と
音
の
ひ
び
き
て
振
り
向
け
ば
冷
蔵
庫
が
閉
ま
っ
て
い
ま
せ
ん 

北
澤
喜
美
子 

一
番
と
呼
ば
れ
て
立
っ
て
入
り
ゆ
く
男ひ

と

の
背
中
に
視
線
集
ま
る 

工
藤　

明
子

覆
輪
の
真
中
を
占
め
て
明
月
は
正
月
三
日
冴
え
ざ
え
と
光て

る 

栗
﨑　

房
子

し
ま
い
湯
に
浸
れ
る
肩
の
温
か
く
浮
か
ぶ
る
柚
子
の
寄
り
来
て
匂
う 

境　
　

益
代

う
ら
ら
か
な
寒
の
陽
ざ
し
に
惚ほ

う

け
し
か
小
梅
の
花
の
一
輪
ひ
ら
く 

津
出
ト
ヨ
子

年
末
の
四
人
部
屋
に
は
吾
一
人
車
椅
子
に
て
タ
ー
ン
し
て
遊
ぶ 

冨
永　

照
代

ふ
る
さ
と
に
ま
た
来
る
か
ら
と
手
を
つ
な
ぐ
孫こ

ら
の
ぬ
く
も
り
元
気
で
い
て
と 

西
岡　

幸
止

四
コ
マ
の
ま
ん
が
の
理
解
に
暇
要
り
て
ひ
と
コ
マ
ひ
と
コ
マ
も
う
一
度
見
る 

橋
本
ユ
キ
子

石
こ
ろ
を
固
き
土
よ
り
掘
り
出
し
て
か
ぶ
こ
撫
子
植
う
る
場
所
を
作
り
ぬ 

本
住　

晴
美

軒
下
に
積
み
重
ね
た
る
新
し
き
薪
の
切
り
口
冴
え
て
匂
い
ぬ 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

甲斐　美和子 さん
（上島）

模
写
「
里
芋
図
」

永
田　

百
花
さ
ん
（
嘉
島
東
小
１
年
）

森
島　

カ
ズ
ヱ
さ
ん
（
北
甘
木
）
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石
坂　

猛　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

秋
枝　

様

　

奥
村　

則
男　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

ヤ
イ
コ　

様

　

塚
本　

望　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

京
子　

様

　
　
　
　

２
月
16
日
現
在

震災相談窓口
　震災に伴う各種相談
に応じる総合窓口を町
役場１階の小会議室に
設けています。

「
年
年
歳
歳　

花
相
（
あ
）
い
似
た
り

 

歳
歳
年
年　

人
同
じ
か
ら
ず
」

　

古
来
必
ず
再
生
を
繰
り
返
す
自
然
と
、
歳
月
を

積
み
重
ね
て
移
ろ
う
人
の
世
と
を
、
中
国
の
詩
人

は
対
比
さ
せ
ま
し
た
。
や
が
て
春
本
番
。
年
度
替

わ
り
を
控
え
、
ま
た
卒
業
に
進
学
、
進
級
、
人
事

な
ど
異
動
の
時
季
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　

幸
い
熊
本
地
震
で
相
次
い
だ
町
外
へ
の
転
出
に

歯
止
め
が
掛
か
り
ま
し
た
。
昨
年
、
嘉
島
町
へ
の

転
入
者
が
転
出
者
よ
り
も
多
い
「
転
入
超
過
」
に
。

県
内
45
市
町
村
の
う
ち
６
市
町
に
限
ら
れ
、
超
過

者
数
も
１
０
２
人
で
６
６
６
人
の
合
志
市
、
熊
本

市
２
０
２
人
に
次
ぐ
３
番
目
の
多
さ
で
す
。

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
同
時
進
行
で
積
極

果
敢
に
取
り
組
む
定
住
促
進
、
企
業
誘
致
の
成
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。
県
が
昨
年
末
に
発
表
し
た
人

口
推
計
で
は
、
将
来
を
担
っ
て
い
く
町
内
の
年
少

人
口
（
０
〜
14
歳
）
の
割
合
も
16
・
１
％
と
県
平

均
13
・
５
％
を
上
回
り
、
市
町
村
別
で
５
番
目
の

高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
３
月
１
日
）

意

輪

２月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会、辞令交付式
 ・熊本県市町村職員研修協議会来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
２日 ・消防基金協会打ち合わせ　　
 ・嘉島町介護保険事業計画策定委員会
 ・嘉島町都市計画審議会
４日 ・新春ふれあいウオーキング
５日 ・課長会議
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会、同会

要望活動　
６日 ・上益城消防組合管理者会議、同組合議会　
 ・熊本県町村会から来庁応対　
 ・埼玉県鴻巣町議会視察応対
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会

町村長会議
 ・熊本県共同募金会来庁応対
７日 ・静岡県小山町議会視察応対
 ・嘉島町老人会定例会
 ・西日本建設業保証株式会社熊本保障審議会
 ・日本サッカー協会来庁応対
 ・嘉島町イメージソング検討会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
８日 ・全国町村議会議長会定期総会
 ・長野県川上村議会視察応対
 ・三郎無田地区説明会
９日 ・熊本県保育研究大会
 ・熊本県町村会来庁応対　
 ・白川・緑川水防災意識社会再構築協議会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
10日 ・郡市対抗熊日駅伝大会上益城郡選手団結団式
 ・平成29年度男女共同参画フォーラム交流会
11日 ・平成29年度男女共同参画フォーラム
13日 ・課長会議　・国民年金基金来庁応対
 ・嘉島町東部台地土地区画整理審議会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合議会
14日 ・上益城広域連合正副連合長会議、同連合議会
 ・日本赤十字社熊本県支部来庁応対
 ・ＩＨＩ環境エンジニアリング来庁応対　
 ・益城クリーンセンター管理者会議、同定例会
15日 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
 ・御船地区衛生施設組合管理者会議、同組合議会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会支部協議会
16日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対　
 ・日本赤十字社熊本県支部評議員会
 ・国民年金基金理事会代議員会
 ・熊本県町村議会議長会定期総会
19日 ・消防基金理事会
20日 ・課長会議
 ・熊本県市町村職員研修協議会役員会
 ・熊本県総合事務組合議会
 ・熊本県町村会評議員会
21日 ・嘉島町子ども・子育て会議
 ・財務省来庁応対
22日 ・政策調整会議
26日 ・課長会議　・嘉島町総合計画審議会　
 ・嘉島町町史編纂準備委員会
 ・嘉島町国保運営協議会
27日 ・全国市町村研修財団理事会
28日 ・長期派遣辞令交付式
 ・嘉島町交通安全推進会議　
 ・熊本県副知事訪問　・嘉島町総合教育会議

今冬の大雪災害に関し、全国町村会の「緊急要望」
を自民党の岸田文雄政調会長（左）に行った荒木
町長＝東京・自民党本部

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
田　

和
治　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

泰
代　

様

　

松
本　

芙
久
美　

様（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

秀
二　

様

広報かしま 2018.3

23



広報かしま2018.3

24

広報かしま2018.3

発行所 嘉島町
発行人 荒木 泰臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成30年３月９日

嘉島町の人口
平成30年２ 月28日現在

（前月比）

人   口 9,232 人　

　男　　 4,498 人　

　女　　 4,734 人

世帯数　 3,458 世帯　（＋ 7）

　

今
冬
は
、
本
当
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
ま
ん
延
し
た
シ
ー
ズ
ン
で

し
た
ね
。
２
種
類
の
型
が
同
時
に

流
行
す
る
の
は
珍
し
い
よ
う
で
す
。

私
は
そ
ん
な
に
体
は
強
い
方
で
は

な
い
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
た
の
は
二
十
歳
頃
（
二

十
数
年
前
？
）
が
最
後
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、

気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。

　

手
洗
い
、
う
が
い
を
励
行
し
、

こ
の
季
節
を
乗
り
切
り
た
い
で
す

ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　嘉島幼稚園で２月２日、一足早く節分の豆まきが行
われ、部屋に押し掛けてきた赤鬼さんと、ちょっと〝お
しゃれ〟な鬼さんに園児たちは町特産の大豆で〝応
戦〟、果敢に鬼退治しました。
　災いを除く「鬼やらい」にちなみ、鬼と一緒に心の
中にいる「おこりんぼう」や「泣き虫」も追い払おうと、
園児たちは元気いっぱい大豆を手に手に「鬼は外」と
連呼。鬼さんの無茶ぶりに泣きだしたり、思い出したよ
うに「福は内」と叫んだりする園児も。降参した鬼さ
んが退散すると、歓声が上がっていました。

　（＋  7）

　（＋  8）

　（＋ 15）

３月11日（日） 　大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
３月18日（日） 　みふね眼科（御船町）
  ☎２８２－３７１１
３月21日（水・祝）山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
３月25日（日） 　たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
  ☎２８２－００７０
４月１日（日） 　のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
４月８日（日） 　榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
４月15日（日） 　藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５

追い払え !「泣き虫」

☎

※今春の広報かしま紙面刷新に伴い、来月号から
　本欄「休日当番医」は「お知らせ情報館」欄に移ります。

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
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ご
両
親
：
南
條
秀
典
さ
ん
、
圭
さ
ん
（
上
六
嘉
）

ご
両
親
：
藤
嶋
　
祐
太
郎
さ
ん
、
彩
花
さ
ん
（
滝
河
原
） これからも兄妹仲良くしてね♪

南條　海成（かいせい）くん

平成29年８月31日生

６歳
　　　海帆（みほ）ちゃん ４歳
　　　亜海（あみ）ちゃん

仲良し兄妹です♡

藤嶋　陽達（ようた）くん

平成29年11月15日生

２歳

　　　陽璃（あかり）ちゃん


